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研究内容 

 

細胞外マトリックスは細胞を繋ぐ生体構造体として組織の｢かたち｣を造り出すとともに、細胞の生命活動の場

となり、組織に正常な｢はたらき｣をもたらします。創傷の治癒や再生医療に実現において、健全な細胞外マトリ

ックス環境の回復は欠かせない要素となります。コラーゲンは細胞外マトリックスの主成分であり、創傷や炎症か

らの回復過程で、これが適切に調節されなければ、過剰に組織内に沈着し各種臓器の線維症や術後の癒着

を引き起こします。しかしながら、病的な細胞外マトリックスがどのように形成されていくかは、ほとんど解っていませ

ん。 

我々の研究で、組織再生や発生時に特異的に見られる希少なコラーゲン分子がマトリックス空間に介在するこ

とで抗線維化や癒着防止、特異的な神経伝達への関与などの効果をもたらしていることが見出されています。

これに着目してマトリックスの環境を修飾することで、再生過程を健全化する研究を行なっております。  

 

「具体的な研究テーマ」 

① ミズクラゲコラーゲン：新しい産業資源であるミズクラゲコラーゲンに表皮再生保進効果が見出されまし

た。これを応用して、新しい再生保進薬と人工皮膚を用いた皮膚再生医療の開発を進めております。 

② Ｖ型コラーゲンα3 鎖：このコラーゲン種が存在する組織ではコラーゲン線維の沈着が抑制され、癒着が

起こり難くなることが観察されており、これを用いた有効な癒着防止剤の開発を目指しております。  

③ XIX型コラーゲン：このコラーゲンは脳の記憶をつかさどる海馬の特定の神経に多く発現しており、このコラ

ーゲンを欠損したマウスは食道下部括約帯を緩める神経が機能障害を起こします。神経伝達と細胞

外マトリックスの関係に新知見をもたらすものとして研究を進めております。 

 

加えてこれらのコラーゲンに関する研究を基に、肝硬変をはじめとする実際の臓器線維症の抑制と治療に役

立てていくこと、細胞外マトリックスを含めた健全な再生治療の助けになる方法論を開発していくことが研究の到

達目標であると考えております。 
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